



































































































に導入する便宜として仮定するMIU（money in utility function）型の効用関数はマクロ
経済モデルに貨幣を取り入れる方法として広く用いられている。
そこで本稿では、消費財生産の生産要素は長期資本Klt、貨幣供給量Mt、労働である
と仮定し、次のようなMIP(money in production function)生産関数を想定することに
する。
Yt = Kltα(stLMt)1−α (1)
ここで、Ytは消費財生産量である。Lは労働賦存量であり、一定であることを仮定する。
次に、stは労働賦存量 Lのうちで消費財生産に投入される割合であり、0 ≤ st ≤ 1を満









Mt = KltγKst1−γ (2)
ここで、Mtは与信総額であり、内生的に決まる信用貨幣供給量と解釈される。このMtが

















Kt = Klt +Kst (3)
次に、マルクス派最適成長モデル同様に、資本財の生産は労働のみによるものと仮定し、
次式で表されるとする。
Kt+1 −Kt = (1− st)L− δKt (4)
ここで、1− stは、労働賦存量Lのうち、資本財生産に投入される割合を表している。ま
た、Klt = utKt、Kst = (1 − ut)Ktと表すことにする。すなわち、utは総資本ストック























s.t. Yt = Kltα(stLMt)1−α,
Mt = KltγKst1−γ ,
Klt = utKt,
Kst = (1− ut)Kt,









α log ut + α logKt + (1− α) log st + (1− α) logL
+(1− α)γ log ut + (1− α)γ logKt + (1− α)(1− γ) log(1− ut) + (1− α)(1− γ) logKt

















− (1− α)(1− γ)












− λt + δλt + β−1λt−1 = 0 (7)
となる。
まず、(6)式より、





































いて、Kt+1 −Kt = 0とおくと、
st = 1− δ
L
Kt (11)
となる。(11)式は、縦軸を s、横軸をK とするK − s平面において、s = 1を切片とす
る右下がりの直線である。(11)式で表される直線より上方の領域ではKt+1 −Kt < 0と
なっており、総資本ストックは通時的に減少する。一方、下方の領域ではKt+1 −Kt > 0
となり、総資本ストックは増加していくことが分かる。
次に、(10)式において、st − st−1 = 0とおくと、
st =
(1− α)(1− β + βδ)
βL
Kt (12)
となる。これは K − s平面において原点を通る直線であり、0 < α < 1、0 < β < 1、
0 < δ < 1である限り、この直線の傾きは正である。(12)式で表される直線より上方の
領域では st − st−1 > 0となっており、st は通時的に上昇する。一方、下方の領域では
st − st−1 < 0となり、stは低下していくことになる。
以上の考察から、図 1に描写されるように、移行動学は鞍点経路となる。また、(11)(12)
式を連立方程式として stとKtについて解いた解 (K∗, s∗)は長期均衡を表しており、
K∗ =
βL




1− α− β + αβ + βδ − αβδ







st − st−1 = 0
Kt+1 −Kt = 0
1
3.3 比較静学
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